
　安堵屋敷遺跡で発見された遺構は、縄文時代晩期(約3,000～2,300年前）

の住居跡2棟、炉跡状遺構１基、ピット５基、埋設土器５基、遺物包含層です。

　2棟の住居跡は、ほぼ同じ位置で上下に重なるように見つかりま

した。上位の住居跡 (BJ54-１住居跡 ) は、壁が失われており、大き

さや形状ははっきりしませんが、貼床（住居の床を平らにするため

に貼った土）の範囲からみて、直径 3.5ｍ前後の規模の円形とみら

れます。中央には石囲炉が作られています。下位の住居跡 (BJ54-2

住居跡 ) は、直径が 2.8 ～ 3.3ｍの円形で深さは 10～ 20 ㎝です。

中央には石囲炉が作られています。この住居に貼床は見られません

でした。

　このように、発見された住居跡はわずか 2棟ですが、大量の土器

が見つかっていることから、調査を行った範囲の外側に集落が広

がっていたのではないかと推測されます。
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上位（新）・ BJ54-1 住居跡全景

写真提供（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

下位（古）・BJ54-2 住居跡全景


